
今
回
の
参
院
選
は
、
「
政
治
分

野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進

法
」
の
施
行
後
初
め
て
の
国
政
選

挙
で
す
。

現
在
、
国
会
議
員
の
女
性
比
率

は
衆
院
10
・
１
％
、
参
院
20
・
７

％
で
す
。
「
こ
の
現
状
を
変
え
た

い
。
意
思
決
定
に
女
性
の
声
を
」

と
願
う
人
た
ち
の
長
年
の
運
動
の

上
に
同
法
は
昨
年
成
立
し
ま
し
た
。

候
補
者
の
男
女
同
数
を
め
ざ
し
て
、

政
党
が
目
標
を
も
つ
な
ど
の
努
力

義
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

今
度
の
選
挙
は
、
女
性
の
政
治
参

加
に
対
す
る
各
党
の
本
気
度
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
と
５
野
党
・
会
派
は
、
新

し
い
政
治
の
実
現
に
向
け
て
、
13

項
目
の
参
院
選
の
「
共
通
政
策
」

に
合
意
し
ま
し
た
。
憲
法
、
消
費

税
、
原
発
の
課
題
な
ど
と
と
も
に
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
に
対
す
る
差
別
解
消
、

女
性
に
対
す
る
雇
用
差
別
や
賃
金

格
差
の
撤
廃
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
、

議
員
の
男
女
同
数
化
実
現
な
ど
の

旗
を
鮮
明
に
し
て
い
ま
す
。

合
意
し
た
各
野
党
は
、
男
女
50

％
50
％
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
日

本
共
産
党
の
55
％
（
女
性
候
補
者

数
22
人
）
を
は
じ
め
、
立
憲
民
主

党
45
・
２
％
（
19
人
）
、
国
民
民

主
党
35
・
７
％
（
10
人
）
、
社
民

党
71
・
４
％
（
５
人
）
と
、
女
性

候
補
者
の
比
率
を
大
き
く
前
進
さ

せ
て
い
ま
す
。

自
民
党
は
14
・
６
％
（
12
人
）
、

公
明
党
８
・
３
％
（
２
人
）
、
日

本
維
新
の
会
は
31
・
８
％
（
７
人
）

で
す
。
自
公
両
党
は
前
回
よ
り
比

率
を
後
退
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
「
全
会
一
致
で
成
立
さ
せ
た
の

に
、
本
音
で
は
や
る
気
が
な
い
の

で
は
」
と
の
批
判
が
上
が
り
、

「
女
性
擁
立
を
リ
ー
ド
し
た
の
は

野
党
」
（
「
朝
日
」
５
日
付
）
、

「
（
目
標
を
）
50
％
と
し
た
の
は

共
産
の
み
。
自
公
は
目
標
設
定
す

ら
行
わ
な
か
っ
た
」
（
「
産
経
」

同
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
政
治
参
加
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
課
題
は
、
参
院
選
の
争
点

の
一
つ
で
す
。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

の
党
首
討
論
（
３
日
）
で
選
択
的

夫
婦
別
姓
の
導
入
が
テ
ー
マ
と
な

り
、
そ
れ
に
安
倍
晋
三
首
相
は
た

だ
一
人
反
対
を
し
ま
し
た
。

女
性
議
員
を
増
や
す
こ
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
政
策
・
意
思
決

定
機
関
へ
の
男
女
の
平
等
な
参
加

に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
男
女
賃
金
格
差
の
改

善
や
パ
ー
ト
の
均
等
待
遇
の
実
現
、

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入
を
は
じ

め
、
日
本
社
会
に
根
深
く
存
在
す

る
女
性
差
別
を
あ
ら
た
め
さ
せ
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
前
進
さ
せ
る

大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
今
こ
そ
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
後
進
国
か
ら

か
ら
ぬ
け
だ
し
ま
し
ょ
う
。
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男
女
同
数
を
め
ざ
し
て

問
わ
れ
る
各
党
の
本
気
度

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
後

進
国
か
ら
ぬ
け
だ
そ
う

参
院
選

各党立候補者の女性数・比率

日本共産党 22人 55.0％

立憲民主党 19人 45.2％

国民民主党 10人 35.7％

社 民 党 5人 71.4％

自 民 党 12人 14.6％

公 明 党 2人 8.3％

日本維新の会 7人 31.8％
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６
月
14
日
、
坂
巻
か
つ
の
り

議
員
は
６
月
定
例
市
議
会
一
般

質
問
で
、
①
高
齢
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
に
公
的
補
助
を
②
豊

春
地
域
に
「
科
学
技
術
学
習
児

童
館
」
の
建
設
を
、
の
２
点
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

     

「
聞
こ
え
る
」
と
い
う
事
は
、

人
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
社
会
参
加
に
は
不
可
欠
な

機
能
で
す
。
し
か
し
、
70
歳
以

上
で
は
約
半
数
が
難
聴
と
言
わ 

第２２８６号 
号 

週刊 
     

れ
て
お
り
、
難
聴
に
な
る
と
、
今
の

と
こ
ろ
補
聴
器
を
使
う
し
か
手
立

て
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
の
難
聴
者
率
は
約
11
％
で

欧
米
と
殆
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

補
聴
器
所
有
率
は
約
14
％
で
、
欧

米
の
30
％
～
50
％
と
比
べ
格
段

に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

欧
州
で
は
補
聴
器
装
着
に
手
厚

い
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
個
人
負

担
な
し
か
、
低
額
の
負
担
で
装
着

で
き
る
の
に
対
し
、
日
本
の
補
聴

器
購
入
支
援
は
、
障
が
い
者
が
対

象
の
「
補
装
具
費
購
入
支
給
制
度
」

の
み
で
す
。
こ
れ
は
、
70
デ
シ
ベ

ル
以
上
の
重
度
難
聴
を
対
象
に
し

て
い
る
為
、
軽
・
中
度
難
聴
者
は
個

人
負
担
が
多
く
、
高
額
な
補
聴
器

の
普
及
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、

中
度
難
聴
の
聴
力
レ
ベ
ル
41
デ
シ 

地
域
か
ら
は
遠
い
存
在
で
す
。 

２
０
１
８
年
度
の
児
童
館
利
用

率
（
左
表
参
照
）
が
東
側
の
地
区
は

20
％
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
、

西
側
の
地
区
は
ど
の
地
区
も
10
％

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
児
童
館
の

利
用
状
況
に
地
域
格
差
が
生
じ
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

坂
巻
議
員
は
「
児
童
館
の
無
い

西
側
地
域
で
、
特
に
公
共
施
設
の

少
な
い
豊
春
地
域
に
、
市
長
公
約

の
『
科
学
技
術
学
習
児
童
館
』
の
設

置
を
」
と
求
め
ま
し
た
。 

石
川
市
長
は
「
設
置
場
所
は

各
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て

ゆ
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

児
童
館
利
用
に 

地
域
の
格
差
が
！ 

 

補
聴
器
購
入
に
公
的
補
助
を 

補
聴
器
は
社
会
参
加
の
必
需
品 

地区名 利用者数 利用率%

粕壁 57,356 27.0

幸松 48,003 22.6

豊野 19,481 9.2

武里 19,807 9.3

豊春 18,462 8.7

内牧 11,880 5.6

庄和 37,474 17.6

合計 212,463 100.0  

坂巻かつのり議員一般質問 

[サイドバーは、テキストの重要なポイ

ントを強調したり、スケジュールなどの

情報を追加して簡単に参照できるよう

にしたりするのに便利です。 

これらは通常、ページの左側、右側、上

部、または下部に配置されますが、ドラ

ッグして好きな位置に簡単に動かせま

す。 

内容を追加する準備ができたら、ここを

クリックして入力を始めましょう。] 

 

ベ
ル
以
上
を
補
聴
器
装
着
基
準
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
の

「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
で
は
、
難

聴
の
放
置
を
、
認
知
症
の
原
因
の
一

つ
と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。 

坂
巻
議
員
は
「
早
期
の
補
聴
器

装
着
は
認
知
症
の
予
防
に
な
り
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
高
額
の
為
、
購
入
を
諦
め
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
、
公
的
補
助
が

必
要
」
と
求
め
ま
し
た
。 

 

石
川
市
長
は
「
補
聴
器
購
入
支

援
に
つ
い
て
は
、
補
装
具
費
支
給

制
度
で
対
応
す
る
」
と
答
弁
す
る

の
み
で
し
た
。 

     

本
市
で
は
、
エ
ン
ゼ
ル
ド
ー
ム
・

グ
ー
か
す
か
べ
・
ス
マ
イ
ル
し
ょ

う
わ
の
３
館
の
児
童
館
が
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
ど
の
児
童
館
も
市
の

東
側
に
位
置
し
て
お
り
、
西
側
の 

 
 

難
聴
の
放
置
が 

認
知
症
の
一
因
に 


